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「人生で一度はあってほしい
すごくいい機会だった」

コラム：キャリア教育に関わって
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塩
尻
市
で
は
、
令
和
六
年
度
を
始
期
と
す
る
「
第
六
次

塩
尻
市
総
合
計
画
」
及
び
「
第
二
次
塩
尻
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
学
校
と
地
域
・
産
業
界
・
行
政
な

ど
多
様
な
主
体
が
連
携
を
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
本
年
度
よ
り
「
共
創
共
学
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ−

ム
」
と
称
し
た
仕
組
み
を
新
た
に
構
築
し

た
。
主
な
役
割
は
①
各
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
支
援
②
キ
ャ
リ
ア
教
育
関
係
団
体
間
の
連
携

促
進
の
二
つ
。
学
校
か
ら
の
相
談
に
対
し
、
授
業
設
計
段

階
か
ら
伴
走
支
援
を
し
た
り
、
新
た
な
連
携
先
を
紹
介
し

た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
月
に
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

者
（
メ
ン
バ−

）
が
集
ま
り
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
り
、

各
学
校
の
支
援
状
況
を
共
有
し
た
り
す
る
定
例
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。（
メ
ン
バ−

は
次
号
以
降
で
紹
介
予
定
）

　
こ
の
体
制
に
よ
り
今
ま
で
実
施
し
た
か
っ
た
け
れ
ど
、

学
校
や
教
職
員
だ
け
で
は
で
き
な
か
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

も
実
現
で
き
て
い
る
。

　
令
和
六
年
十
二
月
九
日
、
丘
中
学
校
で

「
い
き
は
た
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
た
。
対

象
は
、
進
路
選
択
を
翌
年
に
控
え
た
二
年
生

一
四
五
名
。
親
や
先
生
な
ど
の
「
タ
テ
の
関

係
」、
同
級
生
な
ど
の
「
ヨ
コ
の
関
係
」
で
は

な
い
、「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」
で
あ
る
人
生
の
先

輩
（
地
域
の
社
会
人
・
大
学
生
・
高
校
生
）

と
中
学
生
が
一
対
一
で
対
話
を
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
生
徒
は
当
日
を
迎
え
る
ま
で
に
、
職

場
体
験
等
で
働
く
意
義
を
考
え
た
り
、
今
ま

で
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
な
ど
の
事

前
学
習
を
行
い
、
学
び
を
深
め
て
き
た
。
先

輩
方
は
傾
聴
に
つ
い
て
学
び
、
自
身
の
人
生

を
振
り
返
る
等
、
二
時
間
に
わ
た
る
事
前
研

修
を
受
け
て
臨
ん
だ
。

社
会
人
約
六
十
名
が
授
業
に
参
画

一
対
一
の
対
話
・
い
き
は
た
ト−

ク

共
創
共
学
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
い
き
は
た
ト
ー
ク
に
は
六
十
名
も
の
協
力
者
が
市
内
か
ら

集
ま
っ
た
。
塩
尻
市
商
工
課
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
宮
川
さ
ん
は
、
五
月
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
参
事
業
所

開
拓
に
奔
走
し
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
業
種
に
偏
り
が
な
い

よ
う
配
慮
し
な
が
ら
依
頼
を
か
け
た
。
そ
の
殆
ど
の
事
業
所

で
快
諾
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
目
標
数
を
程
な
く
し
て
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
集
ま
っ
た
人
数
に
「
捨
て

た
も
ん
じ
ゃ
な
い
塩
尻
」
を
い
う
お
声
も
い
た
だ
い
た
。

　
協
力
者
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
九
割
近
く
が
参
加
に

満
足
し
て
お
り
、
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
た
と
回
答
。

生
徒
の
み
な
ら
ず
、
働
く
大
人
に
も
役
立
つ
キ
ャ
リ
ア
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
何
か
。
文
科
省
で
は

「
一
人
一
人
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要

な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
通
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
教
育
」
と
定
義
し
て
い

る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
と
は
「
社
会
の
中
で
自
分

の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実

現
し
て
い
く
過
程
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
子
ど
も
の
自
己
実
現
・
自
己
確
立
を

目
指
し
た
教
育
と
も
い
え
る
。

　
今
号
を
き
っ
か
け
に
、V

U
C
A

と
言
わ
れ
る
時
代

の
中
で
生
き
る
私
た
ち
社
会
人
も
次
の
問
い
に
つ
い
て

再
考
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

①
私
は
何
者
な
の
か
　
②
私
の
い
き
が
い
は
何
か

③
私
の
働
き
が
い
は
何
か

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
塩
尻

　普段悩みを抱えていてなかなか言え
なかった生徒が自分の悩みを話せたり
と、良い機会になった。参加された先
輩方がしっかりと話を聴いてくださっ
たので、一対一でも生徒が安心して話
せていた。生徒のいい笑顔が見れた。

丘中学校
 二学年主任

久保先生

　今悩んでいることや考えていること
を、終始笑顔で聞いてくれて嬉しかっ
たし、学びも多かった。先輩と話し
て、どんなときもポジティブに乗り越
えていきたいと思った。

　一言で言うと人生で一度はあって欲
しいすごくいい機会だった。自分で考
えてもどうすればいいのか分からなか
った答えが見つかる瞬間があった。

生徒の声
一例

生徒の声
一例
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未来をつくるのは自分たち
学校での学びを社会と繋げる

日本商工会議所で事例発表を実施！

今年は生徒の提言が具体的でより
深いものになるよう、中間発表を
設定しました。市役所の担当者か
ら直接フィードバックをもらうこ
とで、新たな視点を得て、再考す
るグループが多く見られました。

塩尻西部
中学校
 三学年

中野先生

有名な特産物であるぶどうやレタ
スだけではなく、そばサラダやロ
ールおはぎなどのあまり知られて
いない伝統料理に焦点を当て、PR
していくという方法が良いと思い
ます！

高齢者も住みやすいまちにするに
は、移動料金を無償化するなど市
役所が担うことと中学生にでもで
きることは中学生が行っていくこ
とが必要であると考えます！

生徒の提言
の一例

生徒の提言
の一例
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販
路
開
拓
な
ど
幅
広
い
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
の

立
場
で
共
に
悩
み
考
え
、「
谷
田
部
に
言
え
ば
」
と
信
頼
さ

れ
る
存
在
を
目
指
し
、
日
々
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
事
業
者
の
人
材
確
保
と
い
う
文
脈
で
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
探
り
で
す
が
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
、「
若
者
の
地
域
愛
を
育
て

る
こ
と
」
と
い
う
大
義
が
見
え
て
き
た
気
が
し
て
い
ま

す
。

　
塩
尻
西
部
中
学
校
三
年
生
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
「
ふ
る
さ
と
学
～CFO

（
未
来

最
高
責
任
者
）
～
」
と
称
し
、
理
想
の
塩
尻

市
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
（
子
育
て
・
教
育
、
観
光
、

福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
）
に
分
か
れ
て
、

塩
尻
市
総
合
計
画
を
読
み
解
き
、
市
の
様
々

な
課
題
に
対
し
て
中
学
生
の
独
自
の
視
点
や

発
想
で
提
言
を
考
え
る
。
今
年
度
は
中
間
発

表
を
設
け
、
市
役
所
の
担
当
者
を
学
校
に
招

き
、
発
表
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も

ら
っ
た
。
令
和
六
年
十
一
月
一
日
に
は
、

「
コ
ミ
ス
クfesta2024

」
で
最
終
的
な
考

察
を
後
輩
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、
市
長

や
教
育
長
な
ど
に
提
案
し
た
。

塩
尻
西
部
中
学
校
の
三
年
生
が

よ
り
良
い
塩
尻
市
の
未
来
を
考
え
る

共
創
共
学
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
紹
介

　
中
間
発
表
に
は
塩
尻
市
役
所
か
ら
各
分
野
の
担
当
者
計
八
名
が

参
加
し
た
。
産
業
の
分
野
を
担
当
し
た
商
工
課
の
池
田
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
感
想
を
述
べ
た
。「
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
地
域
に

知
ら
な
い
こ
と
が
溢
れ
て
い
る
と
生
徒
が
気
づ
い
た
こ
と
に
感
心

し
た
。
生
徒
が
今
後
の
生
活
で
生
じ
る
『
な
ぜ
？
な
に
？
ど
う
し

て
？
』
と
い
っ
た
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
今
回
の
授
業
の
経
験

が
活
か
さ
れ
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
、
自
身
も
こ
の
授
業
を
き
っ
か

け
に
子
ど
も
た
ち
に
『
ま
た
塩
尻
の
こ
と
を
調
べ
た
い
。
調
べ
た

ら
塩
尻
は
希
望
の
も
て
る
街
だ
。』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
市
役
所
職
員
と
し
て
市
民
の
疑
問
や
生
の
声
に
耳
を
傾
け
る

よ
う
努
力
し
た
い
。」

　
塩
尻
市
で
は
こ
ど
も
家
庭
庁
が
掲
げ
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

の
趣
旨
に
賛
同
し
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
」

を
行
っ
て
い
る
。
市
役
所
職
員
が
授
業
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
こ

ど
も
の
意
見
を
聴
く
と
い
う
市
が
進
め
る
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ア
ク

シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
て
い
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
×
地
域
共
創
　
未
来
と
地
域
定

着
に
つ
な
げ
る
新
た
な
地
域
愛
醸
成
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
題
し
、
日
本
商
工
会
議
所
合
同
委
員
会
に

て
事
例
発
表
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

考
え
、
自
ら
行
動
し
て
結
果
を
出
す
、
一
連
の
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
点
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
、
地
域
愛
と
自

己
理
解
を
育
み
、
地
域
と
次
世
代
を
つ
な
い
で
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。「
人
の
力
」
の
充
実
・
強

化
に
寄
与
し
、
未
来
の
社
会
を
担
う
若
者
た
ち
の

成
長
を
後
押
し
す
る
「
地
域
の
力
」
向
上
の
一
助

と
な
る
活
動
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
共
創
共
学
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
務
局
（NPO

法
人M

EGURU

）

　
塩
尻
市
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
（0263-52-0280

）

塩尻商工会議所
谷田部 和良 

塩
尻
商
工
会
議
所 

中

小
企
業
相
談
所 

経
営

指
導
員
の
谷
田
部
和
良

で
す
。
小
規
模
事
業
者

に
寄
り
添
い
、
事
業
者

の
お
金
周
り
の
相
談
、

創
業
支
援
、
補
助
金
、


